
自
公
与
党
と
一
部
野
党
の
都
合
の

み
で
国
会
は
会
期
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

逆
に
野
党
が
憲
法
53

条
に
基
づ
い
た

臨
時
国
会
開
催
要
求
を
自
公
与
党
は

無
視
し
た
時
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１

５
年
10

月
に
は
安
全
保
障
関
連
法
案

（
戦
争
法
案
）
や
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
徹
底
審
議
の

た
め
、
２
０
１
７
年
６
月
に
は
「
森

友
・
加
計
疑
惑
」
徹
底
解
明
の
た
め

に
臨
時
国
会
の
開
会
を
求
め
ま
し
た

が
自
公
与
党
は
拒
否
し
ま
し
た
。

「
安
倍
一
強
」
に
従
属
す
る
自
公
与

党
の
国
会
運
営
は
野
党
や
国
民
の
声

を
無
視
す
る
、
ま
さ
に
暴
挙
の
連
続

で
す
。

今
回
の
国
会
会
期
延
長
は
安
倍
内

閣
が
何
と
し
て
も
通
し
た
い
法
案
が

あ
る
か
ら
で
す
。
最
重
要
法
案
と
す

る
「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
」
や

「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
実
施
法
案
」
、

「
公
職
選
挙
法
改
正
案
」
な
ど
で
す
。

「
働
き
方
改
革
法
案
」
の
中
で

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
労
働
３
団
体
や
日
本
弁

護
士
会
、
過
労
死
弁
護
団
を
は
じ
め

多
く
の
団
体
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
は
政
府
が
財
界
、
企
業
に

残
業
代
ゼ
ロ
、
過
労
死
を
促
進
さ
せ

る
法
案
で
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
種
世
論
調
査
で
も
法
案
に
賛
成
す

る
の
は
10
～
30
％
程
度
で
す
。

「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
実
施
法
案
」

と
は
カ
ジ
ノ
を
政
府
公
認
の
民
間
業

者
の
大
規
模
賭
博
を
許
す
も
の
で
す
。

安
倍
内
閣
は
こ
れ
を
「
成
長
戦
略
」

の
起
爆
剤
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が

射
幸
心
を
煽
り
、
人
の
不
幸
を
足
場

と
し
た
経
済
成
長
は
邪
道
で
す
。

急
に
自
民
党
が
提
案
し
た
「
公
職

選
挙
法
改
正
案
」
と
は
参
議
院
の
選

挙
制
度
を
変
え
、
定
数
を
６
増
す
る

法
案
で
す
。
「
１
票
の
格
差
是
正
」

を
口
実
に
、
狙
い
は
合
区
の
自
民
党

候
補
者
を
救
済
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
こ
に
も
「
安
倍
一
強
」
の
も

と
、
自
公
両
党
の
自
己
利
益
の
た
め

国
会
が
私
物
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆

◆

◆

◆

「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
は
民
主
主

義
の
根
幹
を
問
う
重
大
問
題
で
す
。

疑
惑
解
明
は
安
倍
内
閣
、
自
公
与
党

の
政
治
姿
勢
を
問
う
も
の
で
す
。

あ
い
ま
い
に
す
れ
ば
末
代
ま
で
禍

根
を
残
す
も
の
で
す
。
徹
底
究
明
の

声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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2018年７月号

2018年７月

自公と維新―国会会期延長で悪法乱造の大暴走

議
会
制
民
主
主
義
と
国
民
生
活
を
壊
し
続
け
る

６
月
20
日
を
閉
会
日
と
し
た
第

１
９
６
回
通
常
国
会
は
、
32
日
間

延
長
さ
れ
７
月
22
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。
立
憲
野
党
各
党
の
反

対
の
な
か
、
会
期
延
長
を
自
公

与
党
と
維
新
の
会
は
強
引
に
押

し
切
り
ま
し
た
。

会
期
延
長
の
狙
い
は
明
白
で

す
。
安
倍
政
権
や
財
界
が
必
要

と
す
る
法
律
を
無
理
や
り
成
立

さ
せ
る
た
め
で
す
。

与
党
の
都
合
で

国
会
運
営

賭
博
解
禁
法
、

過
労
死
促
進
法

「
安
倍
一
強
」
政
治

「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
署
名
」
は
継
続
中
！
ご
協
力
を
！

お
手
盛
り
の

「
参
議
院
６
増
」
策



安
倍
内
閣
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
」
（
骨
太
の
方
針
）
の
メ
イ
ン
タ

イ
ト
ル
は
、
「
少
子
高
齢
化
の
克
服
に
よ
る

持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
」
で
す
。
自
民

党
は
選
挙
で
勝
つ
た
め
に
、
２
度
先
送
り
し

て
き
た
消
費
税
増
税
を
「
２
０
１
９
年
10
月

か
ら
10
％
へ
の
引
き
上
げ
」
を
明
記
し
ま
し

た
。
そ
の
財
源
の
一
部
を
「
少
子
高
齢
化
の

克
服
」
に
回
し
、
保
育
・
教
育
の
無
償
化
を

２
０
１
９
年
10
月
に
完
全
実
施
す
る
と
豪
語

し
ま
す
。
し
か
し
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
の

「
幼
児
教
育
と
保
育
の
無
償
化
」
は
条
件
付

き
で
全
員
対
象
で
は
な
く
、
０
歳
か
ら
２
歳

児
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
で
す
。
ま
し

て
や
保
育
所
不
足
に
よ
る
待
機
児
童
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

待
機
児
童
解
消
を
優
先
さ
せ
、
同
時
に
児

童
手
当
の
増
額
、
児
童
扶
養
手
当
（
一
人
親

家
庭
に
支
給
）
の
増
額
や
学
校
給
食
の
無
償

化
の
ほ
う
が
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
授
業
料
無
償
化

や
給
付
型
奨
学
金
の
拡
大
も
所
得
制
限
額
は

低
く
、
多
く
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
化
へ
の
対
応
は
、
従
来
の
社
会
保
障

費
の
伸
び
の
抑
制
の
方
針
を
踏
襲
。
こ
れ
ま

で
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
度
の
３

年
間
で
社
会
保
障
費
１
・
５
兆
円
（
１
年
間

５
千
億
円
）
の
抑
制
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
医
療
・
介
護
で
の
保
険
料
値
上

げ
と
自
己
負
担
額
の
増
大
で
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
抑
制
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

３
年
間
の
抑
制
目
標
は
掲
げ
な
か
っ
た
も
の

の
（
財
務
省
は
３
年
間
で
１
・
３
兆
円
の
抑

制
案
）
、
本
音
は
来
年
の
統
一
自
治
体
選
と

参
議
院
に
勝
つ
た
め
に
隠
し
た
だ
け
で
す
。

ち
な
み
に
自
民
党
は
軍
事
費
を
２
倍
に
増
額

し
、
約
10
兆
円
を
検
討
す
る
と
い
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
財
源
が
あ
る
の
な
ら
、
進
行
す
る
生

存
の
危
機
に
対
応
し
た
「
生
活
保
障
」
に
お

金
を
使
う
こ
と
で
す
。

今
、
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
人
手

不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
方
策
の
ひ
と
つ
が
、
66
歳
以
降
の
高
齢
者

の
就
労
促
進
と
年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上

げ
の
検
討
で
す
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
導
入
等
で
年
金
生
活
は
困
窮
し
て
い
ま

す
。
年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
現
実
を
糊
塗
し
、
「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
な
ど
と
高
齢
者
を
持

ち
上
げ
、
一
生
涯
働
か
せ
よ
う
と
の
意
図

は
明
白
で
す
。

「
労
働
力
の
確
保
」
の
も
う
一
つ
が
、

外
国
人
技
能
実
習
生
の
拡
大
で
す
。
昨
年

10

月
現
在
、
日
本
で
は
約
１
２
７
万
人
の

外
国
人
労
働
者
が
働
い
て
い
ま
す
。
人
手

不
足
を
解
消
す
る
た
め
在
留
資
格
を
新
設

し
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
50

万
人
の
受
け

入
れ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
農
業
、
介
護
、

建
設
な
ど
の
分
野
で
の
５
年
原
則
を
延
長

し
、
10
年
間
の
就
労
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
「
移
民
は
認
め
な
い
」
と
言
い
ま

す
が
、
事
実
上
の
移
民
策
の
導
入
で
す
。

最
低
賃
金
な
ど
、
法
令
に
違
反
し
て
働
か

さ
れ
て
い
る
技
能
実
習
生
は
７
割
と
の
報

告
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働

者
を
無
権
利
・
低
賃
金
で
働
か
せ
る
こ
と

を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
人
間
ら
し
い
生
活
を

営
む
権
利
が
あ
り
ま
す
。
財
界

主
導
・
自
公
政
治
を
転
換
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０１８年７月

安倍内閣「骨太方針」を決定

美辞麗句を並べ、２０１９年10月から消費税10％へ

安
倍
内
閣
は
、
６
月
15
日
の
閣
議
で
、

第
２
次
安
倍
政
権
に
な
っ
て
６
回
目
と

な
る
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
（
骨
太
の
方
針
）
」
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
に
指

摘
し
ま
す
。

お問い合わせ先新社会

相
変
わ
ら
ず
「
経
済
成
長
」

生
存
の
危
機
に
は
無
策
！

ま
た
も
や
不
十
分
な
待
機
児
童
対
策

今
や
社
会
保
障
費
削
減
が
大
前
提

年
金
不
足
で
高
齢
者
に
労
働
を
奨
励

違
法
労
働
現
場
に
外
国
人
枠
を
拡
大
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